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研究成果の概要（和文）：本研究は，伝統的地域特性が維持・継承されている沖縄県北部の過疎地域の地域在住
高齢者を対象に，看取り・介護意識に焦点をあて、生きがい感や死生観、祖先崇拝などの伝統的な側面との関連
から検討を行うことを目的とした。分析は、これまでに看取り経験のある対象者に焦点をあて、介護経験の有無
によりいきがい感や死生観、地域の祭祀や行事への参加状況、祖先崇拝などに関連した伝統的地域特性との関連
から解析を行った。その結果、看取りや介護経験を有するものでは、いきがい感や肯定的な死生観を有してお
り、祖先との紐帯意識も高く地域愛着も高いことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined elderly people in the northern part of Okinawa 
prefecture where traditional regional characteristics are maintained, focusing on end-of-life care 
and caregiving experience. As a result, those having end-of-life care and caregiving experience had 
positive recognition in meaningful life and view of life and death. In addition, it was suggested 
that the consciousness of the ties with the ancestors and the regional attachment were also high.

研究分野：精神看護学
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１．研究開始当初の背景 

沖縄県北部地域は 1 市 11 町村からなる大

部分が山林原野で占められており，沖縄県の

約 36.2%の面積を占めるものの人口は県全体

の約 9.2%と過疎化や高齢化が進行し，乏し

い医療介護資源や高い高齢化率など多くの

課題を抱えている。とりわけ，沖縄県の「沖

縄県第 11次へき地保健医療計画」において，

へき地地域に指定されている地域において

は，高い高齢者独居率や過疎化の進行が著し

く，地域における介護施設や在宅サービスが

未整備な状況にある。しかし，地域社会にお

いては祖先崇拝を中心とする儀礼行為や民

間信仰，相互に助け合う相互扶助（ユイマー

ル）の存在など伝統的な社会文化的風土が培

われており，こうした伝統的な社会文化的風

土を基盤としたライフスタイルやメンタリ

ティ，価値観は高齢者のQOL（quality of life）

の重要な要因の一つであり，自己アイデンテ

ィティの形成にも大きく影響を及ぼしてい

ることが考えられる。  

高齢者の死生観は宗教や社会文化的な影

響を強く受けることが考えられるが，沖縄県

を取り巻く社会経済情勢や振興策など，経済

成長に伴い急速な都市化が進む現状のなか，

これまで沖縄県の過疎地域高齢者を対象と

した死生観に関する疫学的研究はほとんど

なされていない。他府県にはみられない特有

な地域特性を有する沖縄県北部地域におい

て，こうした社会文化的風土に培われた高齢

者の死生観と介護・看取り意識や生きがい感

との関連について検討することは，高齢者が

希望する住み慣れた地域で暮らし続け，地域

で終末期を迎えるための地域社会の高齢者

ケアを考える上で重要な示唆を得ることが

期待できる。 

２．研究の目的 

本研究は，伝統的地域特性が維持・継承さ

れている沖縄県北部の過疎地域の地域在住

高齢者を対象に，死生観と介護・看取り意識

や生きがい感との関連から検討を行うこと

を目的とした。 

３．研究の方法 

平成 27 年 7 月現在，沖縄県の「沖縄県第

11次へき地保健医療計画」において北部地域

のへき地地域対象地区である国頭村全 20 地

区の 65 歳以上地域高齢者，約 1,544 人を対

象とし，そのうち回答の得られた 745名（回

収率 48.3％）を分析対象とした。調査に際し

ては，国頭村および名護市の首長へ調査協力

の依頼を行い，承諾書にて承諾を得た。対象

者の選定はプライパシーの保護の観点から，

各自治体が所有する住民基本台帳をもとに

当該自治体職員により行った。研究の対象と

なる地域住民に対しては，対象地域の区長お

よび民生委員などの公的職責を有する調査

員により調査協力依頼書を用いて説明を行

い，同意の得られた対象者に対して訪問面接

聞き取り調査を実施した。 

調査内容は，1）性別，年齢，学歴，経済

状況や宗教の有無などの基本属性，2）祖先

崇拝や地域行事への参加状況，3）生活習慣

や健康状況，4）家族・親族や地域住民との

交流状況，5）ソーシャルサポートおよびソ

ーシャルキャピタルや地域愛着の測定，6）

生活満足感や生きがい感の測定，7）過去の

看取り経験の有無，8）高齢者観や介護不安，

延命治療への認識，9）死生観の測定などか

ら構成されている。 

分析は，これまでに看取り経験のある対象

者に焦点をあて，介護経験の有無によりいき

がい感や死生観，地域の祭祀や行事への参加

状況，祖先崇拝などに関連した伝統的地域特

性との関連からロジステック回帰分析によ

り解析を行った。 

４．研究成果 

生きがい感との関連では「いきがい感総得

点」，下位尺度の「未来に対する肯定的意識」，

「自己存在の意味の認識」で有意な関連を認

め，介護経験のあるものでその意識も高かっ



た。 

死生観との関連では，「解放としての死」，

「人生における目的意識」との間で有意な関

連を示し，介護経験のあるものでその意識も

高かった。 

伝統的な祖先祭祀に関する事項では，祭祀

や行事に役割を有するもの，祖先に存在意味

に関して「不安の解消」，「安らぎ」，「生きが

い」などの精神的側面において，いずれも介

護経験のあるものでその意識も高かった。 

地域愛着との関連でみると，「持続願望」

で有意な関連を認め介護経験のあるもので

その意識も高かった。 

以上の結果から，看取りや介護経験を有す

るものではいきがい感や肯定的な死生観を

有し，祖先との紐帯意識も高く，心的安寧に

重要な役割を果たしていることが示唆され

た。 
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